
Oracle Cloud Infrastructureへのカスタム・オペ
レーティング・システム・イメージのデプロイ
ORACLE WHITE PAPER | 2018年5月 



2 | DEPLOYING CUSTOM OPERATING SYSTEM IMAGES ON ORACLE CLOUD INFRASTRUCTURE 

 

 

 
 
 

目次 
このホワイト・ペーパーの目的 3 

対象範囲と前提 3 

カスタム・イメージを作成するためのアクセス要件 4 

ユース・ケース1: カスタム・イメージ 4 

カスタム・イメージの主な特徴と制限事項 4 

カスタム・イメージ: 手順ごとのガイド 5 

ステップ1: ベア・メタル・インスタンスの起動 5 

ステップ2: インスタンスへの接続 7 

ステップ3: インスタンスへのソフトウェアのインストール 7 

ステップ4: インスタンスのカスタム・イメージの作成 9 

ステップ5: カスタム・イメージを使用したインスタンスの起動 10 

ステップ6: カスタム・イメージ・インスタンスへの接続 12 

ステップ7: 新しいインスタンスにソフトウェアがインストールされていることの確認 12 

サマリー 13 

ユース・ケース2: 独自イメージの導入 14 

独自イメージの導入の主な特徴と制限事項 14 

独自イメージの導入の要件 14 

Linuxベースのカスタム・イメージに固有の要件 15 

独自イメージの導入: 手順ごとのガイド 15 

ステップ1: Object Storageバケットの作成 15 

ステップ2: Object StorageへのOSイメージのアップロード 17 

ステップ3: アップロードしたOSイメージのURLパスの取得 18 

ステップ4: イメージのインポート 19 

ステップ5: インポートしたイメージを使用したインスタンスの起動 20 

サマリー 21 

リージョンやテナンシを超えたイメージのインポートおよびエクスポート 22 

サマリー 24 
 



3 | DEPLOYING CUSTOM OPERATING SYSTEM IMAGES ON ORACLE CLOUD INFRASTRUCTURE 

 

 

 
 
このホワイト・ペーパーの目的 
Oracle Cloud Infrastructureでは、コンピュート・インスタンスの起動用に標準のオペレーティ

ング・システム(OS)イメージを提供していますが、シナリオが標準のイメージを元にするか、

ユーザーが作成したものを元にするかによって、カスタム・イメージが必要な場合も多くあり

ます。 

このホワイト・ペーパーでは、カスタム・イメージを作成してインポートする方法を説明しま

す。次のユース・ケースについて、順を追ってガイドラインを示します。 
 

• カスタム・イメージの作成と、それを使用したインスタンスの起動 

• Oracle Cloud Infrastructureへのイメージのインポートと、それを使用したインスタン

スの起動 

 
対象範囲と前提 
このホワイト・ペーパーを最大限活用するには、図1で説明されているOracle Cloud 
Infrastructureのネットワーキング・コンポーネントについての基本的な知識が必要です。 

 

 
図1: Oracle Cloud Infrastructureの仮想ネットワーク 

 
また、次の項目についても、熟知しているか基礎知識があることが必要です。 

 
• Oracle Cloud Infrastructureの基礎 

• Oracle Cloud Infrastructure Identity and Access Management (IAM) 

• オラクル社が提供するOSイメージ 

• Oracle Cloud Infrastructureのコマンド・ライン・インタフェース(CLI) 

https://cloud.oracle.com/networking
https://cloud.oracle.com/networking
https://cloud.oracle.com/networking
https://cloud.oracle.com/iaas
https://docs.us-phoenix-1.oraclecloud.com/Content/Identity/Concepts/overview.htm?Highlight=Identity
https://docs.us-phoenix-1.oraclecloud.com/Content/Compute/References/images.htm
https://docs.us-phoenix-1.oraclecloud.com/Content/API/Concepts/cliconcepts.htm
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Allow group InstanceLaunchers to manage instance-family in compartment ABC 
Allow group InstanceLaunchers to use volume-family in compartment ABC 
Allow group InstanceLaunchers to use virtual-network-family in compartment XYZ 

 
 
 

カスタム・イメージを作成するためのアクセス要件 
イメージを作成して管理するには、コンパートメントのインスタンス・ファミリを管理するた

めのIdentity and Access Management (IAM)へのアクセス権が付与されている必要があります。

次に示すサンプル・ポリシーでは、カスタム・イメージを作成し、それを使用してインスタン

スを起動するために必要なアクセス権を付与しています。 
 

 
注意: 指定したグループでインスタンスの起動やボリュームのアタッチを行う必要がない場合は、

volume-familyおよびvirtual-network-familyのステートメントを削除し、manage instance-family
ステートメントのみを含むようにポリシーを簡素化できます。 

 

 

次の項では、標準のイメージのカスタマイズと、それを使用したインスタンスの起動について、

前提条件および準備のステップを説明します。 

 
ユース・ケース1: カスタム・イメージ 
ベア・メタル・インスタンスのブート・ディスクのイメージを作成し、それを使用してその他のイ

ンスタンスを起動することができます。そのようなイメージをカスタム・イメージと呼びます。カ

スタム・イメージから起動するインスタンスには、そのイメージの作成時に組み込まれたものと同

様のカスタマイズ内容、構成、ソフトウェアが含まれます。 

 
カスタム・イメージの主な特徴と制限事項 
次に、カスタム・イメージの主な特徴と制限事項を示します。 

 
• カスタム・イメージはインスタンスのブート・ディスクから作成し、その他のインスタン

スの起動に使用します。 

• カスタム・イメージから起動するインスタンスには、そのイメージの作成時に組み込まれ

たカスタマイズ内容、構成、ソフトウェアが含まれます。 

• 実行中のインスタンスのイメージを作成すると、そのインスタンスは停止され、数分間、

使用できない状態になります。プロセスが完了すると、インスタンスは再起動されます。 

• カスタム・イメージは、そのイメージが作成されたコンパートメントで認可されているす

べてのユーザーが使用できます。 

• カスタム・イメージに含まれるのは、ブート・ボリュームのデータのみです。アタッチさ

れているブロック・ボリュームのデータは含まれません。 

• カスタム・イメージのサイズは300GB未満にする必要があります。 
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• Windowsのカスタム・イメージのダウンロードやエクスポートはできません。 
• Oracle Databaseインスタンスのカスタム・イメージは作成できません。 
• 作成できるカスタム・イメージは、ルート・コンパートメントのリージョン当たり最大25

です。 
• Windows Serverでは、2種類のイメージがサポートされています。 

o 汎用イメージのOSディスクは一般化されており、コンピュータ固有の情報は含まれて

いません。 

o 専用イメージのOSディスクは完全にインストール済で、基本的には、元のベア・メタ

ルまたは仮想マシンのイメージのコピーです。 

 
カスタム・イメージ: 手順ごとのガイド 
この項では、オラクル社が提供するLinuxイメージを使用して、ベア・メタル・インスタンスを起

動し、そのインスタンスにカスタム・ソフトウェアをインストールしてから、カスタム・イメージ

を作成します。その後、そのカスタム・イメージを使用して別のインスタンスを起動し、新しく起

動されたインスタンスに、同じカスタム・ソフトウェアがインストールされていることを確認しま

す。 

 
ステップ1: ベア・メタル・インスタンスの起動 
次のステップに従って、Oracle Cloud Infrastructureでベア・メタル・インスタンスを起動します。 

 
1. Oracle Cloud Infrastructureコンソールにログインします。 

 
2. 「コンピュート」タブで「インスタンス」を選択します。 

 
3. 使用権限のあるコンパートメントを選択します。 

 
4. 「インスタンスの作成」をクリックします。 

 
5. 「インスタンスの作成」ダイアログ・ボックスに、次の情報を入力します。 

• インスタンスの名前を入力します。 

• 可用性ドメインを選択します。 

• ブート・ボリュームに「Oracle提供のOSイメージ」を選択します 

• イメージのオペレーティング・システムを選択します。この例では、「Oracle Linux 
7.4」を使用しています。 

• シェイプ・タイプに「ベア・メタル・マシン」を選択します。 

• ベア・メタル・マシンのシェイプを選択します。この例では、「BM.Standard1.36」
を使用しています。 

• 最新のイメージ・バージョンを選択します。 

• SSH鍵(公開鍵)のアップロードまたは貼付けを選択します。 
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• 仮想クラウド・ネットワーク(VCN)を選択します。 

• サブネットを選択します。 
 

6. 「インスタンスの作成」をクリックします。 

図2: インスタンスの作成 
 

インスタンスが起動されると、コンソールに表示されます。 
 

7. インスタンスのパブリックIPアドレスを確認するには、インスタンス名をクリックします。 
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ステップ2: インスタンスへの接続 
インスタンスへの接続には、パブリックIPアドレスを使用します。例: 

 

ssh opc@129.213.16.245  
 

図3: SSHを使用したインスタンスへの接続 
 
 

ステップ3: インスタンスへのソフトウェアのインストール 
このインスタンスに任意のソフトウェアをインストールします。この例では、オープンソースのソ

フトウェアLibreOfficeをインストールします。 
 

1. このホストに、そのソフトウェア(この例ではLibreOffice)がインストールされていないこと

を確認します(図4を参照)。 
rpm -qa | grep -i libreoffice  

 

図4: インスタンスにLibreOfficeがインストールされていないことの確認 

mailto:sshopc@129.213.16.245
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yum info libreoffice 
rpm -qa | grep -i libreoffice 

 
 
 

2. ソフトウェアをインストールします(図5を参照)。 
yum install libreoffice  

 

図5: LibreOfficeのインストール 
 

3. インスタンスにソフトウェアがインストールされていることを確認します(図6を参照)。 
 

図6: LibreOfficeがインストールさていることの確認 
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ステップ4: インスタンスのカスタム・イメージの作成 

次のステップに従って、カスタム・イメージを作成します。 
 

1. Oracle Cloud Infrastructureコンソールで、「コンピュート」タブをクリックし、「インス

タンス」を選択します。 
 

2. 前に作成したインスタンスの名前をクリックします。 
 

3. 「カスタム・イメージの作成」をクリックして、ダイアログ・ボックスに次の情報を指定

します。 

• コンパートメントを選択します。 

• カスタム・イメージの名前を入力します。この例では、custom-webserver-imageを
使用しています。 

 
4. 「カスタム・イメージの作成」をクリックします。 

図7: カスタム・イメージの作成 
 

一貫したイメージを作成するために、インスタンスは停止されます。イメージが作成され

るとインスタンスが再起動され、「コンピュート」ページの「イメージ」の下のカスタ

ム・イメージが使用可能になります。 
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5. イメージ名をクリックして、詳細を表示します。 

このイメージを使用できる、互換性のあるすべてのインスタンス・シェイプがリストされ

ています(図8を参照)。 
 

図8: カスタム・イメージ情報 
 
 

ステップ5: カスタム・イメージを使用したインスタンスの起動 
次のステップに従い、新しく作成したカスタム・イメージを使用して、Oracle Cloud Infrastructure
でベア・メタル・インスタンスを起動します。 

 
1. 「コンピュート」タブで「インスタンス」を選択します。 

 
2. 使用権限のあるコンパートメントを選択します。 

 
3. 「インスタンスの作成」をクリックします。 

 
4. 「インスタンスの作成」ダイアログ・ボックスに、次の情報を入力します。 

• インスタンスの名前を入力します。 

• 可用性ドメインを選択します。 

• ブート・ボリュームに「カスタム・イメージ」を選択します。 

• 使用するカスタム・イメージを選択します。この例では、custom-webserver-image
を使用しています。 

• シェイプ・タイプに「仮想マシン」を選択します。 
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• シェイプを選択します(使用できるのは互換性のあるシェイプのみです)。この例では、

VM.Standard1.16を使用しています。 

• SSH鍵(公開鍵)のアップロードまたは貼付けを選択します。 

• VCNを選択します。 

• サブネットを選択します。 
 

5. 「インスタンスの作成」をクリックします。 

図9: カスタム・イメージからのインスタンスの作成 
 

インスタンスが起動されると、コンソールに表示されます。 
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yum info libreoffice 
rpm -qa | grep -i libreoffice 

 
 
 

6. インスタンスのパブリックIPアドレスを確認するには、インスタンス名をクリックしま

す。右側の「イメージ」フィールドに、このインスタンスはユーザーが作成したカス

タム・イメージを元にしていることが示されています。 

図10: カスタム・イメージのインスタンス情報 
 
 

ステップ6: カスタム・イメージ・インスタンスへの接続 
パブリックIPアドレスを使用して、新しいインスタンスに接続します。例: 

 

ssh opc@129.213.81.1  
 

図11: SSHを使用したインスタンスへの接続 
 
 

ステップ7: 新しいインスタンスにソフトウェアがインストールされて

いることの確認 
元のインスタンスにインストールしたソフトウェア(この例ではLibreOffice)が、このインスタンス

にインストールされていることを確認します。 
 

mailto:sshopc@129.213.81.1
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図12: LibreOfficeがインストールさていることの確認 

 
 

サマリー 
上述のステップに基づいて、すでに実行しているインスタンスをカスタマイズし、ソフトウェアを

インストールできます。ブート・ディスクのカスタム・イメージをバックアップとして作成するこ

とも、事前構成済のOSイメージをパッケージ化し、新しいコンピュート・インスタンスを起動す

るためのメカニズムとして使用することも可能です。この機能は、同じような構成のコンピュー

ト・インスタンスを複数作成する必要がある場合に特に便利です。カスタム・イメージは、ベア・

メタル・インスタンスや仮想マシン・インスタンスなど、どのようなインスタンス・タイプまたは

シェイプの起動にも使用できます。 



14 | DEPLOYING CUSTOM OPERATING SYSTEM IMAGES ON ORACLE CLOUD INFRASTRUCTURE 

 

 

 
 
 

ユース・ケース2: 独自イメージの導入 
オンプレミスの環境からクラウドに、カスタマイズしたOSイメージを導入することが必要な場合

もあります。Oracle Cloud Infrastructureでは、基礎となるハードウェアでサポートされているので

あれば、特定バージョンのOSをクラウドに導入できます。Oracle Cloud Infrastructureには、新規

およびレガシーの幅広いOSをインポートし、それらのイメージをインスタンスの起動に使用でき

ます。この機能を使用すれば、リフトアンドシフト方式のクラウド移行プロジェクトが可能です。 
 
独自イメージの導入の詳細は、Computeサービスのドキュメントを参照してください。 

 

独自イメージの導入の主な特徴と制限事項 
次に、独自イメージの導入の主な特徴と制限事項を示します。 

 
• 従来のOSも、最新の実験的なOSもインストールできます。 

• 提供するOSイメージのすべてのライセンス要件には、お客様の責任で準拠してください。 

 
独自イメージの導入の要件 
カスタム・イメージは、次の要件を満たす必要があります。詳細は、Computeサービスのドキュメ

ントを参照してください。 
 

• イメージは、BIOSブート向けに設定する必要があります。 

• イメージの最大サイズは300GBです。 

• サポートされるディスクは1つのみで、有効なマスター・ブート・レコード(MBR)とブー

ト・ローダーを備えたブート・ドライブであることが必要です。イメージのブート・ボ

リュームがインポートされると、追加のデータ・ボリュームを移行できるようになります。 

• 追加のデータ・ボリュームがないと正常にブートしないブート・プロセスにはしないでく

ださい。 

• ディスク・イメージの暗号化はできません。 

• ディスク・イメージはVMDKまたはQCOW2ファイルであることが必要です。VMDKファイ

ルは、単一で拡張可能なタイプ(monolithicSparse)か、ストリーム最適化されたタイプ

(streamOptimized)のいずれかで、どちらの場合も、単一のVMDKファイルで構成されてい

る必要があります。複数のファイルや分割ボリュームを使用する形式、またはスナップ

ショットを含む形式など、その他すべてのVMDK形式はサポートされていません。 

• 既存のネットワーク・インタフェースは再作成されません。かわりに、インポート・プロ

セスの完了後に、単一のネットワーク・インタフェースが作成されます。このインタ

フェースでは、DHCPを使用してネットワーク設定を検出してください。 

https://docs.us-phoenix-1.oraclecloud.com/Content/Compute/References/bringyourownimage.htm
https://docs.us-phoenix-1.oraclecloud.com/Content/Compute/References/customimagesemulationmode.htm
https://docs.us-phoenix-1.oraclecloud.com/Content/Compute/References/customimagesemulationmode.htm
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Linuxベースのカスタム・イメージに固有の要件 
• ブート・ローダーでLVMまたはUUIDを使用して、ブート・ボリュームを特定する必要があ

ります。 

• ネットワーク構成では、ネットワーク・インタフェースのMACアドレスをハードコードし

ないでください。 

 
独自イメージの導入: 手順ごとのガイド 
この項では、ローカル・マシンからOracle Cloud Infrastructure Object Storageにカスタム・イメー

ジをアップロードします。次に、このイメージを、インスタンスの起動に使用できるカスタム・イ

メージとしてインポートします。最後に、このイメージを使用してインスタンスを起動します。 

 
ステップ1: Object Storageバケットの作成 
バケットとは、Object Storageネームスペース内にあるコンパートメントのオブジェクトを格納す

るためのコンテナです。次のステップに従って、バケットを作成します。 
 

1. Oracle Cloud Infrastructureコンソールにログインします。 
 

2. 「ストレージ」タブから、「オブジェクト・ストレージ」を選択します。 
 

3. 使用権限のあるコンパートメントを選択します。 
 

4. 「バケットの作成」をクリックします。 
 

5. 「バケットの作成」ダイアログ・ボックスで、次の情報を指定します。 

• バケットの名前を入力します。 

• ストレージ層として「標準」を選択します。 
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6. 「バケットの作成」をクリックします。 

図13: バケットの作成 
 

空のバケットが作成されます。 
 

図14: 作成されたバケット 
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oci os object put -ns <object_storage_namespace> -bn <bucket_name> --file 
<file_name_and_location> --name <object_name> --part-size 
<upload_part_size_in_MB> --parallel-upload-count 
<maximum_number_parallel_uploads> 

oci os object put -ns bmcsoutbound -bn my-on-prem-images --file 
/Users/nishagup/demo-gpu-image --name demo-gpu-image --part-size 100 
--parallel-upload-count 10 

 
 
 

ステップ2: Object StorageへのOSイメージのアップロード 
Object Storageへのイメージのアップロードには、コンソールまたはOracle Cloud Infrastructure 
CLIを使用します。CLIは、Oracle Cloud Infrastructureのオブジェクトやサービスの使用を可能にす

るツールです。 
 
コンソールを使用してアップロードできるファイルの最大サイズは、5GBです。通常、OSイメー

ジのサイズは数GBのため、CLIのマルチパート・アップロード機能を使用したイメージのアップ

ロードをお薦めします。マルチパート・アップロードでは、大規模なオブジェクトをより小さな

パートで同時にアップロードして、アップロード時間を短縮できます。 
 

注意: CLIのインストールおよびOCIの構成の手順は、Oracle Cloud Infrastructureのドキュメントを参照し

てください。次のステップでは、CLIがインストールされ、テナントで使用できるよう構成されていること

が必要です。 
 

 
次のステップに従い、CLIを使用して、OSイメージをObject Storageにアップロードします。 

 
1. コマンド・プロンプトを開きます。 

 
2. マルチパート・アップロード・コマンドを実行します。 

 

次に、コマンドの例を示します。 
 

 

コマンドを実行すると、CLIにより、ファイルが複数のパートで同時にアップロードされま

す。画面にアップロードの進捗状況が表示され、オブジェクトに関するメタデータの一部

が出力されます。 
 

図15: Object StorageへのOSイメージのマルチパート・アップロード 

https://docs.us-phoenix-1.oraclecloud.com/Content/API/SDKDocs/cliinstall.htm
https://docs.us-phoenix-1.oraclecloud.com/Content/API/SDKDocs/cliinstall.htm
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ステップ3: アップロードしたOSイメージのURLパスの取得 
インスタンスの起動にイメージを使用するには、イメージをカスタム・イメージとしてインポート

する必要があります。それにはまず、Object Storageにあるイメージ・オブジェクトのURLパスが

必要です。次のステップに従って、URLパスを取得します。 
 

1. 「ストレージ」タブから、「オブジェクト・ストレージ」を選択します。 
 

2. OSイメージをアップロードしたバケットの名前をクリックします。 
 

3. アップロードしたオブジェクトの隣にある「アクション」アイコン(      )をクリックし、メ

ニューから「詳細」を選択します。 

図16: オブジェクトの詳細 
 

4. 「オブジェクトの詳細」ダイアログ・ボックスで、「URLパス(URI)」の値をコピーします。 

図17: オブジェクトのURLパス 
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ステップ4: イメージのインポート 
オンプレミスのイメージを使用してインスタンスを起動するには、次のステップに従って、それを

カスタム・イメージとしてインポートする必要があります。 
 

1. 「コンピュート」タブで「カスタム・イメージ」を選択します。 
 

2. 「イメージのインポート」をクリックします。 
 

3. 「イメージのインポート」ダイアログ・ボックスで、次の情報を指定します。 

• イメージのインポート先のコンパートメントを選択します。 

• イメージの名前を入力します。この例では、my-on-prem-gpu-imageを使用しています。 

• 前のステップで取得したイメージのObject Storage URLを指定します。 

• イメージ・タイプとして「VMDK」を選択します。 

• 起動モードとして「エミュレーション・モード」を選択します。 
 

4. 「イメージのインポート」をクリックします。 

図18: イメージのインポート 



20 | DEPLOYING CUSTOM OPERATING SYSTEM IMAGES ON ORACLE CLOUD INFRASTRUCTURE 

 

 

 
 
 

イメージをインポート中であることがコンソールに表示されます。 
 

図19: イメージのインポート 
 
 

ステップ5: インポートしたイメージを使用したインスタンスの起動 

次のステップに従い、インポートしたイメージを使用してインスタンスを起動します。 
 

1. 「コンピュート」タブで「インスタンス」を選択します。 
 

2. 「インスタンスの作成」をクリックします。 
 

3. 「インスタンスの作成」ダイアログ・ボックスに、次の情報を指定します。 

• インスタンスの名前を入力します。 

• 可用性ドメインを選択します 

• ブート・ボリュームに「カスタム・イメージ」を選択します。 

• インポートしたイメージを選択します。この例では、my-on-prem-gpu-imageを使用

しています。 

• シェイプ・タイプに「ベア・メタル・マシン」を選択します。 

• シェイプを選択します(使用できるのは互換性のあるシェイプのみです)。この例では、

BM.Standard2.52を使用しています。 

• SSH鍵(公開鍵)のアップロードまたは貼付けを選択します。 

• VCNを選択します。 

• サブネットを選択します。 
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4. 「インスタンスの作成」をクリックします。 

 
図20: インポートしたイメージを使用したインスタンスの起動 

 
このアクションにより、Oracle Cloud Infrastructureにインポートしたユーザー独自のイ

メージを使用するインスタンスが起動されます。 

 
サマリー 
前述のステップに基づき、Oracle Cloud Infrastructureに新規およびレガシーの幅広い本番OSイ
メージをインポートし、それらのイメージをインスタンスの起動に使用できます。この機能を使用

すれば、リフトアンドシフト方式のクラウド移行プロジェクトが可能です。 
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リージョンやテナンシを超えたイメージのインポートおよ

びエクスポート 
イメージのエクスポート/インポート機能を使用すると、別のリージョンやテナンシとカスタム・

イメージを共有できるため、各リージョンでイメージを手動で再作成する必要がありません。イ

メージを手動で作成するステップをいずれかのリージョンで実行する必要がありますが、イメージ

を作成した後は、そのイメージをエクスポートして、追加のテナントやリージョンにインポートで

きるようにすることが可能です。エクスポートされたイメージの形式はQCOW2です。 
 
テナントやリージョンを超えたインポート/エクスポート機能を使用する際は、次のステップに

従って、事前認証済のObject Storage URLを作成する必要があります。 
 

1. Oracle Cloud Infrastructureコンソールの「ストレージ」タブで、「オブジェクト・スト

レージ」を選択します。 

 
2. カスタム・イメージが存在するバケットの名前をクリックします。 

 
3. イメージ・オブジェクトの隣にある「アクション」アイコン(     )をクリックし、「事前認

証済リクエストの作成」を選択します。 

図21: 事前認証済リクエストの作成 

 
4. 「事前認証済リクエストの作成」ダイアログ・ボックスに、次の情報を指定します。 

• 事前認証済リクエストの名前を入力します。 

「事前認証済リクエスト・ターゲット」の値が自動的に「オブジェクト」になります。 

• アクセス・タイプとして「オブジェクトに対する読取りを許可」を選択します。 

• 事前認証済リクエストの有効期限を選択します。 
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5. 「事前認証済リクエストの作成」をクリックします。 

図22: 事前認証済リクエストの値 
 

「事前認証済リクエストの詳細」ボックスが表示されます。 
 

6. 表示されている事前認証済リクエストのURLをコピーします。 
 

注意: 事前認証済リクエストのURLが表示されるのはこのときだけなので、ここでコピーする必

要があります。これが、インポート/エクスポートに指定するオブジェクト・ストレージURLです。

このURLをコピーせずにこのボックスを閉じた場合は、新しい事前認証済URLを作成する必要が

あります。 
 

 

図23: 事前認証済リクエストのURL 
 
事前認証済リクエストのURLを作成したら、「手順4: イメージのインポート」に従い、このURLを
使用して、別のリージョンやテナンシにこのイメージをインポートできます。 
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サマリー 
カスタム・イメージを使用できることは、パブリック・クラウドのInfrastructure as a Service 
(IaaS)製品の重要な機能です。Oracle Cloud Infrastructureには、Oracle Cloud Infrastructure 
Computeインスタンスにユーザー独自のOSイメージを導入して実行する柔軟性があります。この

ホワイト・ペーパーでは、実行中のComputeインスタンスからのカスタム・イメージの作成や、外

部の独自のカスタム・イメージの作成とインポートを簡単に行えることを説明しました。これらの

カスタム・イメージを使用して、ベア・メタルまた仮想マシンのComputeインスタンスを起動でき

ます。 
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